
 
  

 編集・発行 渋谷区文化振興課 令和２年１１月 2２日 

■ 川本喜八郎 プロフィール 

1925 年：1 月 11 日渋谷区千駄ヶ谷に生まれる 

1946 年：東宝映画撮影所美術部勤務 

1951 年：飯沢匡に見いだされ人形絵本、ＣＭ製作などを始める 

1963 年：チェコ・プラハに留学、人形アニメの巨匠イジィ・トルンカに師事 

1968 年：「花折り」をはじめ、「⿁」（72）、「道成寺」（76）、「火宅」（79） 

     など、人形アニメーション映画を発表 

1982 年：NHK 人形劇「三国志」人形美術担当 

1988 年：日中合作人形アニメーション「不射之射」監督 

1990 年：日本チェコ合作人形アニメーション 

    「いばら姫またはねむり姫」監督 

1993 年：ＮＨＫ人形歴史スペクタクル「平家物語」 

     人形美術担当 

1995 年：日本アニメーション協会会⾧就任 

2003 年：連句アニメーション「冬の日」監督 

2005 年：人形アニメーション「死者の書」監督 

2007 年：⾧野県飯田市に川本喜八郎人形美術館オープン、館⾧就任 

2010 年：8 月 23 日逝去 

2012 年：6 月 4 日渋谷ヒカリエ８階川本喜八郎人形ギャラリーオープン 

■ 川本喜八郎 人形ギャラリー 

 川本喜八郎（1925～2010）は、渋谷区千駄ヶ谷に生まれ育ち、人形美術家・アニメーション 作家とし

てＮＨＫ人形劇「三国志」、「平家物語」などを手掛け、世界的にも活躍し、多くのファン を魅了してき

ました。渋谷区では芸術や文化を、気軽に身近で楽しむアートスポットとして、川本喜八郎の生み出し

た人形をテーマごとに常設展示しています。 

  

◆入 館 料 無料  ◆開館時間  午前 11 時～午後 7 時 

◆休 館 日 無休（ただし年末年始、展示入替期間は除く） 

◆所 在 地 渋谷区渋谷二丁目 21-1 渋谷ヒカリエ 8 階 

◆アクセス  

東急東横線・田園都市線、 

東京メトロ半蔵門線・副都心線 

「渋谷駅」B5 番出口直結。 

ＪＲ線、東京メトロ銀座線、 

京王井の頭線「渋谷駅」と 

2Ｆ連絡通路で直結。  

◆問 渋谷区文化振興課交流推進係 

 ☎03-3463-1142 ※平日 8：30～17：15 

 

  瓦版 

№16 川本喜八郎 人形ギャラリー 

Puppet Master 



今回の展示は、全員平家物語の人形たち、単独ケースには、三国志の孔明と龐統というかたちにな

りました。今回、平家の人形たちに、鎧姿が多いのも久し振りです。 

劉備軍の名軍師であった孔明と龐統ですが、性格は似ていなかった といわれています。 

2 人の軍師が、どのような会話をしているのだろうかと想像しながら、みていただくのも楽しいの

ではないでしょうか。 

前回から設置しました単独ケースは、アンケートにも喜んでくださっている声が多いので、スタッ

フ一同嬉しく思っています。 

 
  

 

  

第 16 回常設展 展示内容（令和２年 11 月 22 日～）  

  

 
平家物語 
 

無情 ひよどり越えの巻 

都で木曾
き そ

義
よし

仲
なか

をめぐる源氏の内紛が続くころ、平家は着々と西国で勢力を盛り返していた。その士気はますます高揚

していた。寿
じゅ

永
えい

3（1184）年 1 月、後白河
ご し ら か わ

法皇
ほうおう

は、義仲を滅ぼした源頼朝
よりとも

に平家追討の院宣
いんぜん

を発し、弟の範頼、義経が

軍勢を率いて京を進発、一方の平家は福原（現在の神戸市）周辺の生田・一ノ谷周辺に兵を出撃させて、これを待ち受

けた。2 月 7 日払 暁
ふつぎょう

に開戦。一進一退で源氏方は平家方の陣を打ち破ることができなかったが、その時、平家方の隙
すき

をついて、背後の険阻
け ん そ

な 鵯
ひよどり

越
ごえ

から疾風迅雷のごとく、義経の奇襲部隊が駆け下り、形勢は一変した。怒号を上げ算を

乱して敗走する平家。この戦いで一門の多くを失った平氏は致命的な大打撃を受けた。一ノ谷の戦いで源氏が地滑り的

勝利を収める中で、平家一門の多くが討ち死にし、ある者は囚われの身となり、肉親・夫婦間で別離の悲劇が多く生ま

れた。後世の涙を誘う所以
ゆ え ん

である。 

① 平
たいらの

忠度
ただのり

 ② 平
たいらの

経
つね

正
まさ

 ③ 平
たいらの

経
つね

盛
もり

 ④ 平
たいらの

敦
あつ

盛
もり

 ⑤熊谷
くまがい

直家
なおいえ

 ⑥熊谷
くまがい

直
なお

実
ざね

 ⑦ 源 義 経
みなもとのよしつね

 

⑧鷲尾
わしおの

経
つね

春
はる

 ⑨ 源 範 頼
みなもとののりより

 ⑩畠 山
はたけやま

重忠
しげただ

 ⑪梶原景時
かじわらかげとき

 ⑫ 平
たいらの

通
みち

盛
もり

 ⑬小宰相
こざいしょう

 ⑭ 平
たいらの

知
とも

盛
もり

  

⑮ 平
たいらの

知
とも

章
あき

  

 

平家物語 

 非常口 
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千手の巻 

や
し
ま
・
浮
巣
の
巻 

平家物語 

ひ
よ
ど
り
越
え
の
巻 

展示アドバイザーのひとくちメモ 
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⑭       ⑱      
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② 

③ 

⑧ 

⑨ 
⑪ 

⑩ 

⑫  ⑬ 

㉝      ㉚ 

㉒ 

⑮ 

⑲ 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 

㊱ ㊲ 

人形美術家・川本喜八郎がこの世を去ってから、10 年の節目を迎えました。目下のコロナ禍の

ため、ささやかなメモリアルではありますが、今回、開館以来の念願だった、新たな展示ケースを

増設することができました。 

会場の中央に設置できる独立した仕様で、『三国志』より、諸葛孔明、龐統二体を展示します。

周囲 360 度からの人形造型に目をお留めいただければ幸いです。 

幸運にも、20 年間にわたり、私は川本先生の身近に接する時間を得ました。先生は、未熟な私

をいつも鷹揚に見守ってくださいました。今ふたたび人形を眺めてみると、優れた造形技術の根底

には、先生の全人格が投影されていることに、改めて気づかされます。それは先生にしか成し得な

い、独自の輝きを持つものです。 

今後とも、御期待に応えられる、より良い展示を目指して、スタッフ一同、 

工夫を重ねつつ、努力していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平家物語   

 

無情 千手
せ ん じ ゅ

の巻 
一ノ谷から屋島へかけて、激しい戦いのさなかに起こった、隠された悲劇がある。運命に翻弄された人々が奏でる、

『平家物語』中の哀歌である。一ノ谷の合戦で源氏に生け捕られた平重衡は、鎌倉に護送される。白拍子の千手は、そ

もそも頼朝の間者として、重衡を監視するために送り込まれたが、二人の間には秘めた、激しい恋が生まれる。それは、

つかの間の安らぎとともに、遠からず終わりを告げる悲劇をはじめから内包していた。かつて奈良の大仏を焼き討ちし

たことが徒
あだ

となり、仏敵の汚名を一身に被る重衡には、寺院の要求により奈良に送られ、法師武者に引き渡されるとい

う、過酷な運命が待ち受けていた。般若寺阿弥陀堂の回廊を、師法然の教えを思いつつ、念仏を唱えながら百歩進んだ

とき、刀が振り下ろされた。 

⑯ 平 重 衡
たいらのしげひら

 ⑰千手
せんじゅ

 ⑱狩野介宗茂
かのうのすけむねもち

 ⑲法
ほう

然
ねん

 ⑳木工允友時
もくのじょうともとき

  

 

無情 やしまの巻・浮
う き

巣
す

の巻 

 一ノ谷から凱旋した源義経の評判は日増しに高まった。後白河
ご し ら か わ

法皇
ほうおう

の覚えめでたく義経は叙任され、兄頼朝に無断だ

ったことから不興を買ったが、山陽道へ出撃した範頼（義経の異母兄）の部隊が平家を攻めあぐね、立ち往生する状況

にしびれをきらした頼朝は、ついに義経に平家追討の任を下した。当時讃岐国屋島の平家軍は手薄だった。密偵によっ

てそうと知った義経は好機を逃さず嵐をおして摂津から阿波へ渡海し、わずか 150 騎の寡兵
か へ い

で周辺の民家に火をかけて

大軍の襲来と見せかけ、背面から果敢に奇襲をかけた。海上からの攻撃しか予想していなかった平家軍は周 章 狼 狽
しゅうしょうろうばい

し、

陣を捨てて海上へ逃れ去り、四国での拠点を失い、一路最後の決戦地、壇ノ浦へと落ち延びた。一ノ谷での勝利からち

ょうど一年、寿永 4（1184）年 2 月のことであった。 

㉑那須与一
な す の よ い ち

 ㉒那須
な す の

大八郎
だいはちろう

 ㉓武蔵坊
む さ し ぼ う

弁慶
べんけい

 ㉔桜間
さくらま

ノ
の

介
すけ

能
よし

遠
とお

 ㉕佐藤
さ と う

継
つぐ

信
のぶ

 ㉖鵜殿隼人助
う ど の は や と の す け

  

㉗ 平
たいらの

教
のり

経
つね

 ㉘田口
たぐちの

教
のり

能
よし

 ㉙さくらの 局
つぼね

 ㉚朱
あけ

鼻
はなの

伴
ばん

卜
ぼく

 ㉛ 鶏
にわとり

 ㉜田辺湛増
た な べ た ん ぞ う

  

㉝金
かね

売
う

り
り

吉
きち

次
じ

 ㉞玉虫
たまむし

 

※入口角ケース  ㉟袈裟
け さ

 

※中央ケース     ㊱諸葛
しょかつ

亮 孔
りょうこう

明
めい

 ㊲龐
ほう

統
とう

 

 

解説・監修：平井 徹（慶應義塾大学講師） 

コラム 徹の部屋 


